
セミナー「安全文化の醸成に向けた取組み」 
～組織風土の測定と教育による変革～                   

日時 2013年9月24日（火） 13:30～17:00（受付開始13:00）  

会場 WATERRAS COMMON HALL（ワテラスコモンホール） 

（東京都千代田区神田淡路町2-101 3F  ※会場の地図は別添の通り） 

スピーカー 

（講演順） 

慶應義塾大学大学院システムデザインマネジメント研究科 教授 

 高野 研一 博士 

日本電気株式会社総務部防災BCPグループ シニアエキスパート 

 堀 格 氏 

ソラシド エア（スカイネットアジア航空株式会社） 安全推進室 室長 

 森﨑 武史 氏 

ランスタッド株式会社ＥＡＰ総研 所長 

 川西 由美子 氏 

定員 100名（先着順で定員に達し次第、受付を締め切らせていただきます。） 

参加費 無料 

お申込方法 ①WEB申込 → こちら よりお申込ください。 

 （参考URL https://ms-seminar.smktg.jp/public/seminar/view/120） 

②FAX申込 → 3ページ目の「受講申込書」に記入の上、FAXにて 

  お申込ください。  

お問合せ先 株式会社インターリスク総研 安全文化グループ 

TEL：03-5296-8944  FAX：03-5296-8942 

E-Mail：kazuhiro.koyama@ms-ad-hd.com（担当：小山） 

「安全の確保は規定の遵守及び執務の厳正から始まり不断の修練によって築き上げられ
る」といわれます。様々な安全確保のための保安設備が設けられていても、それらを運用
するのは、人です。安全確保に向けた取組みが自律的かつ継続的に最優先でなされる組
織風土なくして、安全は確実なものにならないといえるでしょう。 
これらの組織風土の重要性は、我が国の防災や労働安全衛生に関する取組みの中でも
以前から認識されていましたが、この組織風土を「見える化」することは非常に難しいとされ
てきました。 
近年は従業員に対するアンケートとその結果を解析することにより、組織風土を見える化
することが十分可能となってきており、様々な企業が活用しています。 
そこで、本セミナーでは、組織風土の見える化と教育による変革に焦点をあて、我が国に
おける具体的な事例の紹介と今後望まれる対策について解説いたします。  

主 催： 株式会社インターリスク総研 

共 催： 三井住友海上火災保険株式会社 
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